「サルノスケ君が伝えたいこと」修養会　2006年７月２０日

１．「やあみんな、僕サルノスケ。昨日登場したけど、覚えてるかな？

　　僕は、温泉が大好きな、お猿のサルノスケだよ。ウッキッキ～！」

２．「今日は、“お猿デパート”にやって来たんだ。僕は温泉が大好きなんだけど、

　　毎日温泉に行くってわけにはいかないだろう？　だから温泉の素(もと)を買うんだよ。

　　温泉の素(もと)って、知ってるかい？　お家のお風呂に入れるとさ、温泉みたいに

なるんだよ。あったかくてさ、気持ちいいんだ～。たまんないよ、ウッキッキ～！」

３．サルノスケ君がデパートに行くと、入り口で大きな声で叫んでいる、一匹の

おじいちゃんお猿がおりました。

「みなさ～ん、イエス様は救い主ですぞ。わしは、クリスチャンお猿じゃ。みなさんにも、イエス様のことを知って欲しいのじゃ。どうぞ聖書を読んでくだされ～！！」

おじいちゃんお猿は、そうやって一生懸命に声を振り絞ってお話ししておりました。

でも、なかなか聞いてくれる人はおりません。それでもおじいちゃんお猿は、声の続く限り、みんなにイエス様のお話しをし続けたのです。

サルノスケ君は、教会に通うクリスチャンお猿。でも、あんまりにもおじいちゃん

お猿の迫力がすさまじいので、サルノスケ君は、おじいちゃんお猿に話しかけることも出来ずに、温泉の素(もと)を買っただけで、家に戻ってきました。

４．家に帰り、温泉の素(もと)を入れたお風呂に入って、サルノスケ君は、あのデパートの前での出来事を思い出しておりました。

　「あのおじいちゃん、すごかったな～。僕もクリスチャンだけど、あんなことは、とっても出来やしないよ。それにしても、何であれほどまでにあのおじいちゃんは熱心にお話しすることが出来るんだろう？　みんながみんな、喜んで聞いてくれるわけじゃないのに・・・。不思議だなあ～・・・」

　　そう思ったサルノスケ君は、次の朝、もう一度デパートの前に行ってみました。

　　そして、あのおじいちゃんお猿を見つけ、聞いてみたのです。

５．「おじいちゃん、昨日はイエス様のお話しをみんなの前で一生懸命していたけど、

　　何でそんなにすごいことが出来るの？」

　

　 「それはな、わしがイエス様のことを大好きだからじゃ。そして、イエス様もわしを、愛して

　　いてくれるからじゃよ。」

　　そう言っておじいちゃんお猿は、自分のことを話し始めたのです。

６．「若い頃のわしはな、本当に悪いお猿じゃった。小さい人間の子供をいじめるのが、大好き

だったんじゃ。それにわしはな、ウソをついたり、他の人の物を盗んだり、親の言うことも

まったくきかない、それはそれは悪いお猿だったんじゃ。

でもな、自分でも何とかしようと思っていたんじゃ。このままじゃいけない、このままじゃいけないと、ずっと思っとったんじゃ。でもな・・・、自分ではどうしていいのか、わからなかったんじゃよ・・・。」

７．「そんな時じゃ、わしがイエス様を知ったのは。ある時わしは、聖書を読んだんじゃよ。

　　そうしたら聖書にはな、イエス様がな、そんな悪いお猿だったわしを、愛してくれると書いてあったんじゃ。

　　これには、驚いたぞ。そしてわしは、涙を流して喜んだのじゃ。それでわしは決めたのじゃ。

　　一生、イエス様に従って行くことを決心したんじゃ。そして、イエス様のことを一人でも多くの人に知らせたいと、心から思ったのじゃ。

　　それからじゃ、デパートの前でもどこでも、わしは声の限り、イエス様のことをお話ししているんじゃよ。」

８．サルノスケ「おじいちゃん、すごいや、すごいや！ ウッキッキー！！」

 おじいちゃん「いやいや、わしはな、自分のできることをしているだけじゃ。聖書には
　　　　　　　こう書いてあるからな。その通りにしているだけじゃ。
『みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。』　Ⅱテモテ４：２
　　　
  　おじいちゃん「なかなかいつも上手くはいかんよ。それでもな、わしは、自分の出来る方法で

イエス様の愛を、多くの人に伝えたいんじゃよ。」

９．「よし、僕もイエス様のことを多くの人に伝えよう。
おじいちゃんのようには出来ないかも知れない。でも、僕には僕に出来ることがあるんだ。

　　イエス様は、きっと僕に力を与えてくださるよ。だから、僕は僕なりの方法で、イエス様の愛を

　　みんなに伝えよう。ウッキッキ～！」

　　こうしてサルノスケ君は、イエス様のことをみんなにお話ししてあげました。

　　そしてサルノスケ君を通して、多くの人がイエス様を知ったのでした。

　　よかったね。めでたし、めでたし。

　　おしまい。
